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　５月11日から13日にかけて、横手明峰中学校２年生の生徒
４人が、雄風荘（デイサービス）で職場体験を行いました。最初
は緊張と戸惑いが見られましたが、ご利用者とふれあう中で自然
と笑顔も見られるようになりました。「お年寄りのサポートがで
きて良い体験ができました」と感想をくれた“福祉のたまご”た
ちにとって、貴重な経験となったのではないでしょうか。

未来の自分を探
す“福祉のたま

ご”たち



３ 社協だより

本会は、住民の参加と公私協働による「誰もが安心して暮らす
ことのできる地域づくり」を目標として活動に取り組みます。基本理念

　横手市と一体的に策定した「第２次横手市地域福祉計画・地域福祉活動計画」に基
づき、地域の生活課題等の解決に向けて市民の皆様と一緒に福祉活動を展開します。
　また、本年は生活困窮者自立支援法の施行や介護保険制度の改正など、関係制度の
大きな改革が行われており、地域の生活課題やニーズを発見し相談や支援につなぐ取
り組みや、介護保険事業所の体制見直しと安定的な経営を進めて参ります。

健康でいきいきと
した生活を応援
　

自
立
者
支
援
通
所
事

業
（
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
）
の
実
施
、
介
護
者

に
よ
る
交
流
会
な
ど

　

社
協
だ
よ
り
の
発
行
、
社
協

会
員
拡
大
運
動
、
社
会
福
祉
大

会
の
開
催
、
地
域
福
祉
活
動
計

画
の
推
進
と
評
価
、
福
祉
団
体

の
支
援
、
共
同
募
金
運
動
へ
の

協
力

介護や自立生活を応援します
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介
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］
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介
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介
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］
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介
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］
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］

※
市
受
託
事
業
：

高
齢
者
生
活
管

理
指
導
員
派
遣

事
業
、
障
が
い

者
移
動
支
援
事

業
、
障
が
い
児

者
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
、
障
が

い
者
訪
問
入
浴

事
業

［  

］内
は
事
業
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科　　目 予 算 額
社協会費 17,800
寄附金収入 2,500
補助金収入 15,081
受託金収入 167,127
貸付事業収入 2,000
事業収入 9,152
介護保険事業収入 1,558,505
老人福祉事業収入 19,845
障害福祉サービス等事業収入 20,092
売店事業収入 24,444
受取利息配当金収入 116
事業活動によるその他の収入 1,632

合　　計 1,838,294

収
　
　
　
　
入

科　　目 予 算 額
人件費支出 1,294,839
事業費支出 346,754
事務費支出 70,693
売店事業支出 20,054
貸付事業支出 2,000
分担金支出 116
助成金支出 13,685
負担金支出 2,988
法人税住民税及び事業税支出 30
固定資産取得支出 12,748
その他の活動による支出 67,897
次期繰越金 6,490

合　　計 1,838,294

支
　
　
　
　
出

平成27年度　当初予算
（単位：千円）

　

横
手
市
よ
り
委
託
を
受
け

て
、
横
手
市
役
所
本
庁
舎
一

階
に
「
横
手
市
く
ら
し
の
相

談
窓
口
」
を
開
設
し
、
経
済

的
に
お
困
り
の
方
が
自
立
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
一

緒
に
課
題
を
整
理
し
な
が
ら

必
要
な
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。

　

生
活
や
仕
事
に
不
安
を
抱

え
ら
れ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
各
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
も
相
談
に
対

応
し
て
い
ま
す
）

横手市くらしの相談窓口平成27年４月１日スタート

評議員 31名監事 ３名理事 15名

横 手 福 祉 セ ン タ ー　77名

雄物川福祉センター　27名
平 鹿 福 祉 セ ン タ ー　５名

十文字福祉センター　40名

大 雄 福 祉 セ ン タ ー　24名

増 田 福 祉 セ ン タ ー　５名

大 森 福 祉 セ ン タ ー　13名

山 内 福 祉 セ ン タ ー　11名

福祉センター

平　寿　苑　76名

憩　寿　園　53名
雄　水　苑　76名

特別養護老人ホーム

常務理事兼事務局長　　１名

総　務　課　　　　　　９名
事務局次長兼総務課長　１名

本　　　部

地域福祉課　６名
くらしの相談窓口　４名

職員総数428名

組 織 図 平成27年５月１日現在

介
護
保
険
事
業
の
推
進

介
護
予
防
の
　
　

　
　
推
進
と

介
護
負
担
の
軽
減

そ
の
他
の
活
動

特別養護老人ホーム（雄水苑）

２社協だより

横手市社協の取り組み
ボランティア活動をもっと身近に 地域の福祉力を高めます

　

小
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
の
開
催
、

住
民
支
え
あ
い

マ
ッ
プ
の
作
成
、

要
援
護
者
調
査
、

認
知
症
徘
徊
見
守

り
活
動
、
福
祉
協

力
員
活
動
の
推

進
、
い
き
い
き
サ

ロ
ン
、
車
い
す
の

貸
し
出
し
な
ど

ふくしの心を育てます
　

学
校
が
行
う
福
祉
教
育
活

動
の
支
援
、
児
童
と
高
齢
者

の
手
紙
に
よ
る
交
流
、
福
祉

標
語
の
募
集
、
福
祉
活
動
の

体
験
、
福
祉
出
前
講
座
な
ど

　

心
配
ご
と
・
無
料
法
律
相
談
所
の
開
設
、
た
す
け
あ
い
資

金
・
生
活
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け
、
ふ
れ
あ
い
安
心
電
話
に

よ
る
見
守
り
と
相
談
対
応
、
介
護
や
介
護
予
防
等
に
関
す
る

相
談
対
応
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
支
援
な
ど

問題解決や
不安解消のお手伝い

安心して暮らせる
地域づくり
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ラ
ン
テ
ィ
ア
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動
の
支
援
と
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ア
世
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の
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ン
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ラ
ン

テ
ィ
ア
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動
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害

ボ
ラ
ン
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ィ
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ン

タ
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設
置
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な
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平成 27 年度　　　　　　　　　　

　

障
が
い
者
と
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に
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る
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の
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あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
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催
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ス
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流
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催
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住
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主
体
に
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の
推
進
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ラ
ン
ティ
ア
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動
の
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援
と
普
及
・
啓
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福
祉
教
育
活
動
の

推
進
と
充
実
　
　

関
係
機
関
等
と
の
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働
に
よ
る
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談
対
応

障
が
い
者
の
社
会
参
加

促
進
と
啓
発
　
　
　
　

地域の支えあいを示す住民支えあいマップの作成

豪雪地帯の生活を支える除雪ボランティア活動

市民や児童生徒の“ふくしの心”を
育てる福祉出前講座

障がい者と市民とのふれあい深める
輪気愛相スポーツ交流会



５ 社協だより さしのべた この手がだれかの しあわせに

５.13 水 田町いきいきサロン（横手）
　

十
四
年
以
上
続
く
地
元
保
育
園

と
の
交
流
会
。
歌
や
手
遊
び
、
昼

食
な
ど
で
交
流
し
、
最
後
に
は
記

念
写
真
と
手
作
り
ブ
ー
ケ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
あ
る
な
ど
楽
し
い
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
情

報
を
仕
入
れ
て
常
に
参
加
者
へ
提

供
し
て
お
り
、
と
て
も
有
益
な
サ

ロ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
お

か
げ
も
あ
っ
て
か
、
参
加
者
の
平

均
年
齢
は
約
八
十
歳
で
す
が
、
み

ん
な
元
気
で
楽
し
い
サ
ロ
ン
に

な
っ
て
い
ま
す
。

高
橋
　
璋
さ
ん

代
表
世
話
人
…

関ノ口いきいきサロン（増田）
　

社
協
職
員
を
講
師
と
し
た
介
護

講
座
が
行
わ
れ
、
介
護
す
る
側
の

負
担
軽
減
の
コ
ツ
の
ほ
か
、
介
護

が
必
要
な
方
の
生
活
習
慣
を
大
切

に
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
び
ま

し
た
。

　

地
域
住
民
が
気
軽
に
集
え
る
場

が
必
要
と
考
え
、
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。
初
め
は
近
況
報

告
な
ど
が
懇
談
の
中
心
で
し
た

が
、
最
近
で
は
自
身
の
体
験
等
か

ら
生
活
に
役
立
つ
情
報
交
換
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
サ
ロ
ン
の
必

要
性
を
益
々
実
感
し
て
い
ま
す
。

　３月16日（月）、平寿苑デイサービスをご利
用されている小松田ヨシ様（覚町）の「百歳を
祝う会」が行われ、ご利用者の皆様と一緒に健
康長寿のお祝いをしました。
　当苑で用意した赤いチャンチャンコを身にま
とった小松田様は、この日お出でいただいた娘
さんたちご家族やご利用者の皆さんに囲まれな
がら、お祝いの催しを楽しまれていました。ま
た、特大の誕生日ケーキや職員手づくりの似顔
絵入りメッセージカードがプレゼントされる
と、満面の笑顔を見せられました。
　普段の会話では、いつも前向きなお話をされ
ている小松田様。それが若さと長寿の秘訣の一
つかもしれません。
　これからも健康でお過ごしいただけるよう、
職員一同、心よりご祈念いたします。

百歳を迎えられた小松田様（写真中央）とご家族

百歳を祝う会
百歳の健康長寿を祝して

平寿苑

大　雄
　

四
月
二
十
二
日
の
雄
物
川
：
木

戸
五
郎
兵
衛
村
で
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
お
花
見
。
見
頃
を
迎
え
た
桜

の
下
で
笑
顔
で
記
念
撮
影
。

い いき き
サロン

わたしの
まちの

お
花
見
会

４.15 水

伊
藤
和
夫
さ
ん

代
表
世
話
人
…

４社協だよりえがおがね ちいきの人の エネルギー

　３月15日（日）、市ふれあいセンターかまく
ら館を会場に、ボランティア芸能フェスティバ
ルが開催されました。
　この行事は、横手地区ボランティア連絡協議
会に登録するボランティア団体が実行委員会を
立ち上げ企画運営しており、日頃、高齢者福祉
施設等で披露している歌や踊りなどを、地域の
皆さんにも披露しようと開催しているものです。
　20回目を迎えた今回は、10団体55名が出
演し、司会者の軽妙な曲紹介もあって会場は大
いに盛り上がりました。
　閉会時、実行委員長の高橋エミ子さんは「地
域の皆様のおかげで、私たちが活動できている
ことに感謝し、もっと喜んでいただけるようが
んばります」とあいさつされ、これから益々の
活躍を誓われていました。

会場と一つになって盛り上げる芸能ボランティア

第20回ボランティア芸能フェスティバル
趣味を活かして地域をもっと元気に

横　手

　４月19日（日）、大地震の発生を想定した防
災訓練が宿館地区で行われました。訓練では、
発電機や投光器の使い方講習や炊き出し訓練を
はじめ、逃げ遅れた人がいないかを確認しなが
らの避難誘導訓練が行われました。
　同地区の自治会長：細谷治男さんは「災害時
は一番身近な組織である自治会が頼りになる。
今後は消火訓練や雪下ろし講習なども計画して
おり、継続的な訓練を通して備えを万全にして
いきたい」とお話しくださいました。
　いきいきサロンや住民支えあいマップなど、
本会の事業も活用しながら地域のつながりや災
害時の対応の強化を図ってきた宿館地区。今後
も福祉の視点から地域の防災活動の拡充が期待
されます。

炊き出し訓練では鍋による炊飯と非常食の試食を行いました

宿館地区防災訓練
“備えあれば憂いなし”の地域づくり

平　鹿

大　森
　

三
月
十
二
日
に
保
呂
羽
地
区
で

行
わ
れ
た
単
身
高
齢
者
昼
食
会
。

保
健
師
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
会
場
が
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

山　内
　

四
月
七
日
、
宝
扇
会
の
皆
さ
ん

が
踊
り
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
艶
や
か
な
踊
り
に
つ
い
目

が
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

交  流  日  記

単
身
高
齢
者
等
昼
食
会

（
福
祉
協
力
員
会
主
催
）

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

踊
り
の
鑑
賞
会



７ 社協だより

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
会
員
募
集
を

行
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ご
協
力
い
た

だ
い
た
会
費
は
、
地
域
の
支
え
合
い

活
動
や
福
祉
教
育
活
動
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
や
支
援
な
ど
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
募
集
期
間
／
七
月
一
日
～
九
月
三

十
日

◆
会
員
区
分
／

　

一
般
会
員　

七
〇
〇
円

　

賛
助
会
員　

一
口
一
，〇
〇
〇
円

　

特
別
会
員　

一
口
二
，〇
〇
〇
円

※
一
般
・
賛
助
会
費
は
、
個
人
や
世

帯
対
象
。
特
別
会
費
は
、
企
業
や

団
体
対
象
。

◆
募
集
方
法
／
各
地
域
の
福
祉
協
力

員
ま
た
は
本
会
役
職
員
が
加
入
の

お
願
い
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
／

　

本
部
地
域
福
祉
課 

☎
36

－５
３
７
７

　

障
が
い
児
者
の
応
援
活
動
と
し
て

憩
い
の
場
を
提
供
し
て
い
る
「
ぽ
か

ぽ
か
サ
ロ
ン
」
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者
／
活
動
に
興
味
が
あ
る
方

ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

◆
活
動
内
容
／
サ
ロ
ン
の
企
画
、
準

備
、
会
場
設
営
な
ど

◆
開
催
頻
度
／
月
一
回
程
度

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
／

　

本
部
地
域
福
祉
課 

☎
36

－５
３
７
７

　

①
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
制
作
活

動
を
一
緒
に
行
っ
て
く
れ
る
方
、
②

芸
能
発
表
を
し
て
く
れ
る
方
、
③
施

設
敷
地
内
の
草
刈
り
を
し
て
く
れ
る

方
、
④
そ
の
他
自
分
の
特
技
を
活
か

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
期
間
／
随
時
受
付
し
て
い
ま

す
。

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
／

　

本
部
地
域
福
祉
課 

☎
36

－５
３
７
７

又
は
最
寄
り
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

社
協
会
員
加
入
の
お
願
い

ぽ
か
ぽ
か
サ
ロ
ン

メ
ン
バ
ー
募
集

特
養
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
く
れ
る
方
募
集

お
知
ら
せ
ノ
ー
ト

ありがとうございました
平成27年３月１日～４月30日受付分

※善意は寄付金や物品等をお寄せいただいた皆様、
ボランティア活動にお越しいただいた皆様をご紹
介しております。

善意
【横手福祉センター受付】

● 村　上　　　陸 様（寿　町）
● 安　藤　詔　子 様（上真山）
● 佐　藤　良　子 様（南　町）　
● 鈴　木　由紀子 様（平鹿・浅舞）
● 高　橋　良　浩 様（由利本荘市）
● 高　橋　立　子 様（石　町）
● 小　原　重　夫 様（安　本）
● ボランティアグループ
　　　　　　 「わたぼうし」様

【平鹿福祉センター受付】
● 白　幡　　　滋 様（覚町下）
● よねや浅舞店 様
● ㈲佐藤養助 平鹿工場 様
● 醍醐婦人会 様　

【雄物川福祉センター受付】
● 坪　井　幸　子 様（新　丁）
● 柿　崎　和　子 様（相模原市）
● 雄物川北小学校 様　
● 福地小学校ＰＴＡ 様

【十文字福祉センター受付】
● 佐　藤　昭　悦 様（富沢３）

● 大　倉　　　務 様（古内上）
● 小田嶋　七郎兵衛 様（新古内）
● 十文字地域
　　 老人クラブ連合会女性部 様

【山内福祉センター受付】
● 高　橋　宜　美 様（虫　内）
● つむぎの会　畑　則子 様
● 新日本舞踊宝扇流 様

【大雄福祉センター受付】
● 田根森小学校 様

【平寿苑受付】
● 柴　田　ヒ　デ 様（吉　田）
● 傾聴ボランティアささやき 様
● アンダンテの会 様

【雄水苑受付】
● 傾聴ボランティアひまわり 様
● アンダンテの会 様　
● 十文字地域
　　 老人クラブ連合会女性部 様
●ＪＡ秋田ふるさと
　　　　　 女性部雄物川支部 様

● 雄物川地域
　　 老人クラブ連合会女性部 様
● 雄物川北小学校 様

【憩寿園受付】
● 神　原　　　實 様（西上町）
● 傾聴ボランティアささやき 様
● スーパーモールラッキー 様
● 三重婦人会 様
● 十文字地区婦人会 様
● 植田小学校 様
● 梨木婦人会 様

雄物川北小学校の児童より、感謝の気持
ちが込められたお花をいただきました。

６社協だより

社協の事業所紹介

オラほの
私たちの指定居宅介護支援事業所には
　次の　　　に自信があります。

親身になった相談対応に自信あり！

ご
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あ
り
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次号（７月１日発行予定）
テーマは…「希望」

　七夕の季節、短冊につづり
たい“希望”があるのではな
いでしょうか。次号のテーマ
は「希望」です。

【応募方法】
作品（１人２点まで）と氏名（ペン
ネーム可）、連絡先をご記入の上、
ハガキやFAX、メール等でご応
募ください。（様式は問いません）

〒013－0072
横手市卸町5－10
　横手市社会福祉協議会

「ふくし川柳」係
FAX：36－5388
e-mail：tiiki@yokote-shakyo.jp
 【締切日】
  平成27年６月23日（火）

たくさんの応募作品の中から数点をご紹介いたします。（順不同）
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雄物川福祉センター
指定居宅介護支援事

業所

西部指定居宅
介護支援事業

所

　気軽に相談していただけるよう心がけながら、ご
利用者とご家族のお話をじっくりと聴き、その想いを
最大限に尊重した介護サービスの提案や助言を行う
など、親身になった対応をさせていただいています。

　迅速な相談対応のほか、相談内容に応じて介護
サービス以外の福祉サービスや制度の提案や情報提
供を行うなど、ご利用者やご家族が住み慣れた地域
で生活できるよう応援させていただいています。

雄物川福祉センター指定居宅介護支援事業所 西部指定居宅介護支援事業所

◆所在地…横手市雄物川町今宿字鳴田150番地
◆電話…56－2077　◆FAX…23－1817
◆営業日…月～金曜日（祝祭日、12/29～1/3を除く）
◆営業時間…8：30～17：30

◆所在地…横手市大森町字大中島268番地（大森庁舎２階）
◆電話…26－3274　◆FAX…26－4547
◆営業日…月～金曜日（祝祭日、12/29～1/3を除く）
◆営業時間…8：30～17：30

ご利用いただいております安部豊治様（大沢）より
感想をいただきました。

「ケアマネさんは、何かお願いするとすぐに対応し
てくれるので助かっていますし、安心できます」

ご利用いただいております佐々木養造様（大雄・三村）より
感想をいただきました。
「デイサービスの利用中に会いに来てくれたり、
色んな所で励ましてくれるので感謝しています」
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８社協だより
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横手市社協だより

社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進める、社会福祉法（第109条）に定められた民間団体です。

横 手 福 祉 セ ン タ ー
増 田 福 祉 セ ン タ ー
平 鹿 福 祉 セ ン タ ー
雄 物 川 福 祉 セ ン タ ー

TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283
TEL.56－2072

大 森 福 祉 セ ン タ ー
十 文 字 福 祉 セ ン タ ー
山 内 福 祉 セ ン タ ー
大 雄 福 祉 セ ン タ ー

TEL.26－3274
TEL.42－5858
TEL.53－3009
TEL.52－3311

特別養護老人ホーム平寿苑
特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園
横手市くらしの相談窓口

TEL.38－7011
TEL.22－4561
TEL.42－2510
TEL.32－6101

● 発行 ● 横手市社会福祉協議会　〒013－0072横手市卸町5番10号　TEL.0182－36－5377　FAX.0182－36－5388
E-mail shakyou5@agate.plala.or.jp ホームページ http://www.yokote-shakyo.jp/

■横手市社会福祉協議会本部 TEL.36－5377
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地域で福祉活動や地域貢献活動などを行っている個人、団体、企業等の情報をお寄せください。
掲載数等により紙面の大きさが変わることがありますが、皆様の活動を紹介させていただきます。

ボランティアの活動から

　平成13年４月の結成以来、お一人で暮らさ
れている高齢者の安否確認を主目的として、定
期的に電話でお話を聴く活動をされている声の
訪問ボランティアの皆さん。お話の内容は、何
気ない会話から悩みごとの相談まで幅広いよう
で、話の内容によっては社協職員へ橋渡しもす
るなど、悩みごとの解決に向けてご協力いただ
いています。
　代表の瀬畠玲子さんは「活動が長く続いてい
ますし、以前はご利用者との交流会も行ってい
たことからお互いの顔も知っているため、毎回、
会話も弾みます」とのことで、自らも楽しみな
がら活動されているようです。
　活動は月曜日から金曜日の午後に行われてい
ますが、現在、水曜日に活動できる方がいない
ため会員を募集中とのこと。また、利用される
方も募集していますので、ボランティアからの
“声の訪問”で楽しいひと時を過ごしてみては
いかがでしょうか。
※活動したい、または利用したい方は横手福祉センターま
でご連絡ください。

声の訪問ボランティア（横手） おはなしグループ
なないろハッピィ（山内）

　絵本の読み聞かせを行うなないろハッピィ
は、小学生のお子さんを持つお母さんたちで組
織されたボランティアグループで、今年で発足
６年目を迎えました。
　毎月１回、山内小学校の朝の本読みの時間に
訪問して児童に読み聞かせを行っているほか、
高齢者の集いや公民館行事などにも協力されて
います。また、ＪＡ主催の紙芝居コンクールに
出場するなど、精力的に技術の向上にも努めら
れています。
　読み聞かせには、集中力アップやルールを守
る習慣が身につくなどの利点がありますが、読
み手のボランティアにとっても、子どもたちと
時間を共有することはとても有意義で、活動の
支えになっています。
　「読み聞かせのジャンルは年齢に合わせたお
話のほか、山内の民話や落語などもあり、子ど
もたちの視野が様々な分野に広がってくれれば
うれしいです」と語る代表の高橋恵美さん。地
域を担う子どもたちの成長のために、今後益々
のご活躍を期待します。
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